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６月６日のチャリティー
バザー、ご協力ありがと
うございました。収益金
７３１０円の使途は、５・
６年生が考えて、久木野
のために使わせていただ
きます。 

６
月
上
旬
に
児
童
と
職
員
で
プ
ー

ル
掃
除
を
行
い
、
１
７
日
に
プ
ー
ル
開

き
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
梅
雨
の

合
間
の
蒸
し
暑
い
日
で
、
絶
好
の
プ
ー

ル
開
き
日
和
で
し
た
。
児
童
の
様
子
か

ら
、
久
木
野
の
澄
ん
だ
水
で
の
水
泳
学

習
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
し
た
。 

５
月
２
３
日
、
６
月
か
ら
の
水
泳
学

習
を
前
に
、
職
員
研
修
と
し
て
救
急
救

命
法
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
夏
休

み
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
プ
ー
ル
開
放

も
あ
る
と
の
こ
と
で
、
講
習
会
に
は
保

護
者
の
方
々
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
と
し
て
、
日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支

部
の
江
上
詩
帆
様
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
講
話
を
受
け
た
り
心
肺
蘇
生
法
の

実
技
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。 

命
を
救
う
た
め
に
は
、
通
報
か
ら
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
そ
の
場
に

い
る
者
が
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が

鍵
に
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
参
加
者
全

員
が
、
命
を
救
う
た
め
の
講
習
に
真
剣

に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

 

県
内
す
べ
て
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小
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中
・
高
で 

 

は
、
６
月
を
「
心
の
き
ず
な
を
深
め
る

月
間 

～
い
じ
め
を
許
さ
な
い
学
校
・

学
級
を
目
指
し
て
～
」
」
と
し
て
様
々

な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。 

本
校
で
は
、
各
学
級
で
人
権
に
関
す

る
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
日
頃
か

ら
児
童
の
企
画
に
よ
る
昼
休
み
の
全

員
遊
び
な
ど
、
１
２
人
の
き
ず
な
が
深

ま
る
よ
う
な
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
自
分
の
こ
と
も
、
自
分

以
外
の
人
の
こ
と
も
大
切
に
で
き
る
、

そ
ん
な
久
木
野
小
の
児
童
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

学校にビワが 
たくさん実って
います。保護者・
地域の皆様、 
ご自由にお持ち
帰りください。 



 文字が多くて申し訳ございませんが、どうか 

ご一読ください。 

 

教員の業務について（お願い） 

日頃から本校の教育活動にご理解とご協力をいただ

き、誠にありがとうございます。 

 さて、下の表は、本校学級担任の平均的な勤務状況

です。 

※本来の勤務時間は 8:15-16:45 の 7 時間 45 分、休憩 

時間は 12:40-13:10 と 15:15-15:30 の計 45分です。 
【久木野小担任の１日】 
  7:30 頃 出勤 

   7:30- 8:15 
授業準備、提出物・連絡帳
確認 など 

本来の 
勤務開始  8:15 

健康観察・朝の会 
   8:15- 8:30 
  8:30- 9:15 授業 
  9:15- 9:25 授業準備 
  9:25-10:10 授業 
  10:10-10:20 授業準備 
  10:20-11:05 授業 
  11:05-11:15 授業準備 
  11:15-12:00 授業 

  12:00-12:40 

給食指導（準備・片付けの
指導を含む。そして自分は
早食いで作品へのコメント
や○付け など） 

本来は 
休憩時間 12:40-13:10 

児童の遊びの見守り、午後
の授業準備、学級事務 な
ど 

  13:10-13:25 
業間活動指導（掃除、集
会、一輪車 など） 

  13:30-14:15 授業 
  14:15-14:30 下校指導 
  14:30-15:15 授業 
本来は 
休憩時間 

15:15-15:30 下校見送り、少し休憩 

  15:30-16:30 会議、研修、授業準備、担
任間の打合せ など 

  16:30-16:45 授業準備、電話連絡、学級
通信作成、担任間の打合
せ、会議の提案文書作成、
行事の準備、社会体育後の
見送り など 

本来は 
勤務終了 16:45 

  16:45-18:15 

  18:15 頃 退勤 

休憩も十分に取れず 2時間以上の超過です。勤務日
ひと月 20 日と考えると、40 時間以上の超過勤務とな
ります。小学校は部活動がなくなって以前より早く退
勤するようになってはいますが、それでもなかなかサ
ッとは帰れないのが実情です。また、複式学級担任な
ので授業の空き時間もなく、週当たり 30 コマを受け
持っています。文科省が公表した 2022 年度における
小学校教員の持ちコマ数の平均は 23.4 コマですが、
本校職員は、それを大きくオーバーしています。それ
でも不満など口にすることもなく、子どもたちが下校
するまでほとんど職員室にも戻ってきません。 

 左の例は、あくまでも平均的な状況ですので、こ
れより朝早く出勤する者もいますし、さらに遅くま
で仕事をする者や持ち帰って家で仕事をする者も
います。 
 「教員だけが忙しいのではない」というお声もあ
るかもしれません。もちろんそうだと思いますが、
私が受けた働き方改革に関する研修では、超過勤務
時間は、教員・医師（開業医ではなく勤務医）・霞が
関の官僚、これら３種が突出しているとの話を聞き
ました。 
 教員の働き方の現状によって、心身の不調で休職
する者が増え続けているとともに、若い世代の教員
離れ（プライベートな時間がないからなりたくな
い、勉強を教えること以外の仕事が多すぎるからい
やだ、また、教員になってもすぐやめる）が加速し
ています（令和 8年度 4月採用に向けた今夏の熊本
県小学校教員選考考査の志願倍率は、残念ながら
1.2 倍しかないとのことです）。教員の不足や教育の
質の低下は、子どもたちはもちろんのこと、国の未
来にもかかわる重大な問題です。 
 休職を防ぎ、教員離れに歯止めをかけるには、教
員にプライベートな時間をしっかり確保し、ゆとり
をもって業務に当たることができるようにするこ
と、そして、学校現場が魅力あるものに見え、選ば
れる職業にしていくことが大切だと考えます。 
 また、超過勤務は命にかかわる問題でもありま
す。厚生労働省によると、脳・心疾患の発症と業務
との関連性については、ひと月の時間外勤務がおお
むね 45 時間を超えると「徐々に強まる」、80時間を
超えると「強い」とのことです。実際に私が同勤し
たがんばり屋で超過勤務の多かった教員（当時 50
歳）は、前日まで普通に過ごしていたのですが、急
性大動脈解離をおこし、緊急手術で一命をとりとめ
ました。 
 こういった病気のみならず、疲れた暗い顔で子ど
もたちの前に立つ教員は、子どもたちも保護者の皆
様も望まれないと思います。加えて、ゆとりがなけ
れば、創造的な教育はできないと考えます。子ども
たちのため、教員のため、国の未来のため、教員の
ワークライフバランスをよりよくしていきたいと
考えています。教員それぞれに家庭があり、大切な
人がいます。 
 手前味噌ですが、本校職員は、毎日本当に誠実に
業務に励んでいます。だからこそ、心身を病んだり
することがないように、家庭もプライベートな時間
も大切にしてもらいたいと思っています。また、生
き生きと働く本校職員の姿を見て、「自分も学校の
先生になってみたい」と久木野小の子どもたちが思
ってくれれば、なおうれしいです。 
 これまでもご協力をいただいておりますが、勤務
の適正化が一層進むように（本来の時間 8:15-16:45
での勤務に近づけるように）、校長としても努力し
てまいりますので、引き続きご理解とご協力をよろ
しくお願いいたします。 
 
 読みにくい文章を最後までお読みいただき、あり
がとうございました。 
                                
水俣市立久木野小学校  校長  永田 博弥 

以下は、「学校における働き方改革に関する総合的な方策について（中間まとめ）【平成 29 年 12 月 22 日 中央教育審議会】（抄）」から抜粋 

基本的には学校以外（地方公共団体、教
育委員会、保護者、地域ボランティア等）
が担うべき業務 

学校の業務だが、必ずしも 
教師が担う必要のない業務 

教師の業務だが、 
負担軽減の可能な業務 

①登下校に関する対応 
②放課後から夜間などにおける見回り、
児童生徒が補導されたときの対応 

③学校徴収金の徴収・管理 
④地域ボランティアとの連絡調査 

⑤調査・統計等への回答等 
⑥児童生徒の休み時間におけ
る対応 

⑦校内清掃 
⑧部活動 

⑨給食時の対応 
⑩授業準備 
⑪学習評価と成績処理 
⑫学校行事の準備 
⑬進路指導 
⑭支援が必要な児童生徒・家庭への対応 

 



 


